
令和 2 年度観光産業の中核を担う人材育成講座  
講座概要・講師プロフィール（第 2 ターム） 
 
【11 月 5 日（木）】 

講義時間 13:30-14:45 

テ ー マ ポストコロナ時代の青森の観光戦略 

講  師 

青森県観光連盟 専務理事 高坂 幹（こうさか・かん）氏 

弘前生まれ。長年青森県の観光振興に携わる。特にインバウンド客増加の礎を築き、現在も精力
的に活動中。  

講義時間 14:55－16:10 

テ ー マ ポストコロナ時代の八甲田山域の広域観光の展開 

講  師 

八甲田ロープウェー株式会社 代表取締役社長 蝦名 正晴（えびな・まさはる）氏 

青森スノーランド活性化協議会にて、インバウンドに尽力。世界各国から、八甲田への観光客誘
致に力を尽くし、近年は「地域経営」「地域イノベーション」の視点よりビジネス展開を行なって
いる。 

講義時間 16:20－17:00 

テ ー マ 自然体験型観光商品と DMO／AOMORI BASE 

講  師 

学校法人青森山田学園青森大学 観光文化研究センター長 佐々木 豊志（ささき・とよし） 

岩手県遠野市生まれ。盛岡市育ち。平成 8 年に宮城県栗原市に「くりこま高原自然学校」を開校
し、栗駒山の自然の豊かさに学び、自然体験を通した野外教育、冒険教育を通じて青少年の健全
育成を支援する民間の野外教育事業所として活動を開始。平成 12 年からは不登校や引きこもり
に悩む人を支援する寄宿制度も開始するなど、幼児から青少年の健全な成長を支援する活動など
を続けている。現在は活動の拠点を青森県へ移し青森大学観光文化研究センター長として観光産
業に留まらず、観光を通じて社会に役立つ人材を育成する。 
 
青森大学総合経営学部学部長。NPO 法人みちのくトレイルクラブ代表理事。RQ 災害教育センタ
ー代表理事。NPO 法人日本の森バイオマスネットワーク理事長など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
【11 月 6 日（金）】 

講義時間 9:30-10:45 

テ ー マ 

地域資源から考える青函圏のデスティネーション・マーケティング 

「ツインシティ」、「海峡都市圏」など地域連携の事例と、デスティネーション（観光目的地）・マ
ーケティングの基礎理論から、青函の地域戦略を考える講義です。 

講  師 

国立大学法人小樽商科大学大学院商学研究科アントレプレナーシップ専攻 教授 内田 純一
（うちだ・じゅんいち） 

神奈川県出身。多摩大学経営情報学部卒業、北海道大学大学院経済学研究科修士課程修了、博士
（国際広報メディア）（北海道大学）。 
1995 年より 7 年間、AFLAC 日本社（現アフラック生命保険株式会社）に勤務。2002 年に北
海道大学大学院国際広報メディア研究科助手に転じ、2007 年からは同年新設の同大学大学院国
際広報メディア・観光学院観光創造専攻准教授。2016 年に小樽商科大学に移籍し、2017 年よ
り現職。 
 
「専門はサービスマネジメント、観光・地域の経営学。著書『地域イノベーション戦略：ブラン
ディング・アプローチ』、共編著書『観光の地域ブランディング』などの他、観光サービス関連の
著作・論文等多数。」 

講義時間 10:55－12:10 

テ ー マ 

事例に見る観光資源の活用 

北海道を始めとする全国各地のアクティビティ、イベント等の観光商品・サービスの事例から、
地域における観光資源の発掘や磨く上での考え方について学びます。 

講  師 

一般社団法人地域の魅力研究所 理事 近藤 真弘（こんどう・まさひろ）氏 

北海道札幌市生まれ。 
大手コンサルティング会社を経て、リゾート運営会社へ入社。 
北海道の大規模リゾートの再建に代表取締役として尽力する。 
バックカントリースキーを始めとする商品・サービスの充実、インバウンド集客、国際会議の誘
致等を行い、大幅な利益改善を達成。 
 
現在は観光関係のコンサルティング業務やファンド投資を通じて地域活性化に携わっている。 

講義時間 13:30－14:45 

テ ー マ 

体験型観光商品開発の手法と実践 

北海道にて体験型観光商品を実際に販売してきた㈱北海道宝島旅行社での事例を交えながら、体
験型観光商品の開発の手法及び、今後青森で体験型観光を展開していく上でのアドベンチャート
ラベルの可能性についての講義です。 

講  師 

株式会社北海道宝島旅行社 代表取締役社長 鈴木 宏一郎（すずき・こういちろう）氏 

北九州市生まれ。西宮市育ち。東北大学法学部卒。（2001 年小樽商科大学大学院商学研究科修
了） 
㈱リクルートで 17 年間の勤務後、フレックス定年退職して北海道へＩターン。 
平成 19 年 4 月に北海道の体験型・滞在型・交流型観光の振興に取り組む㈱北海道宝島旅行社
（北海道知事登録旅行業第 2-597 号・（社）全国旅行業協会正会員）を設立し代表取締役に就任。 
全道各地の着地型観光振興、インバウンド観光振興による「住んで良し、訪れて良し、間に立っ
て良しの稼げる＋アルファの観光地域づくり」の実現を目指して奮闘・努力中。趣味は旅行、マ
ラソン。 

 


